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概要
国立情報学研究所の学認クラウド導入支援サービスでは、大学・研究機関がクラウドを導入する場合の着眼点（信

頼性、セキュリティ、契約条件等）をまとめたチェックリスト（学認クラウドチェックリスト）を策定し、事業者
による回答に基づくクラウドサービスの検証結果を学認クラウド導入支援サービス参加機関との間で共有している。
クラウド調達仕様書は、大学・研究機関での経験が多くノウハウも蓄積されている機器等の調達とは異なる知識や
ノウハウが必要となる。また、クラウドの機能要件・非機能要件に加えて、サービスの運用・契約・法務などに関す
る広汎な知識が必要となり、十分な IT関連スタッフのいない大学にとっては、必ずしも容易ではない。さらに、仕
様書策定の実務においても、記載しなければならない要件数が多く、作業の負担が大きいなど課題がある。本稿で
は、我々が策定した学認クラウドチェックリストを用いたクラウド調達仕様書作成ワークシートについて報告する。

1 はじめに
文部科学省の令和５年度学術情報基盤実態調査 [1]

によれば、情報システムをクラウド化している大学は
89.3%で、そのうち国立大学では 100%であった。ま
た、その用途としては、管理運営基盤 95.6%、教育・
学習基盤 84.3%、研究基盤 19.5%であった。
これまで大学・研究機関（以下「大学等」）ではオ
ンプレミスのシステムをクラウドで動かすことを優先
して構築を推し進めてきたが、近年ではクラウドの導
入が進み、多様なユーザ要求に機敏かつ迅速に対応す
ることが求められる中で、クラウドの利活用はクラウ
ド上で優先して動かす「クラウドファースト」の考え
方よりも、クラウドの利点を徹底的に活用する考え方
「クラウドネイティブ」に向かいつつある。クラウド
は DX 推進のインフラとして必須であるが、大学で、
特に初めて導入を検討する際は、クラウドの選択、調
達、およびセキュリティの確保が課題となる。
国立情報学研究所（以下「NII」）では、我が国にク
ラウドを活用した高度な学術情報基盤を整備すること
を目的として、大学等におけるクラウド導入・利活用

を支援するための活動を進め、「学認クラウド」[2]と
して、クラウドの導入から利用までの各段階に対する
3 つの支援サービス（導入支援サービス、ゲートウェ
イサービス、オンデマンド構築サービス）を提供して
いる。
学認クラウド導入支援サービス（以下「導入支援サー
ビス」）は、大学等がクラウドを導入・利用する際の
課題解決に役立つ情報の共有・流通を進めるサービス
で、大学等がクラウドを導入する場合の着眼点（信頼
性、セキュリティ、契約条件等）をまとめたチェック
リスト [3]（以下「学認クラウドチェックリスト」）を
策定し、クラウド事業者（以下「事業者」）による回答
に基づくクラウドサービスの検証結果（以下「チェッ
クリスト回答」）を大学等との間で共有している。さら
に、クラウドの導入・活用に関わる情報をまとめた「ス
タートアップガイド」[4]や、いろいろなクラウドの利
用目的や導入から活用の一連の過程におけるクラウド
に対する着眼点を考慮して、学認クラウドチェックリ
ストのどの項目を重点的にチェックすればよいか、付
随して提供することが必要な情報があるかどうかを、
それぞれの分野の専門家や実務者と共同で検討し、そ



の成果として、特定の利用分野や利用目的に応じて参
照すべき項目を抽出し、追加項目やガイドラインを加
えた「目的別チェックリスト」[5]-[10]を提供すること
によって、利用者の利便性を向上させる取組みを行っ
てきた。
我々は、これまで学認クラウドチェックリストを活
用して複数事業者のクラウドサービスを種々の規模・
方法で調達してきた。本稿では、我々が策定した学認
クラウドチェックリストを用いたクラウド調達仕様書
作成ワークシートについて報告する。

2 クラウド調達仕様書策定における課題
クラウド調達仕様書は、大学等での経験が多くノウ
ハウも蓄積されている機器等の調達とは異なる知識や
ノウハウが必要となる。クラウドの機能要件・非機能
要件（性能、信頼性、セキュリティなど）に加えて、
サービスの運用・契約・法務などに関する広汎な知識
が必要となり、十分な IT 関連スタッフのいない大学
にとっては、必ずしも容易ではない。
例として、NIIでかつて策定したクラウドストレー
ジ調達仕様書における要件定義では、「APIおよびユー
ザポータル」「ネットワーク接続」「データ読出しのレ
イテンシ」「データの多重化」「稼働状況の監視」「情報
表示」「データ保有ポリシー」「ログの閲覧」「アカウ
ント管理・権限管理」「可用性・堅牢性」「データセン
ター」「計画停止」「利用者サポート」「課金」「セキュ
リティポリシ」「インシデント発生時の対応」「責任範
囲の明確化」「損害賠償責任」「データの所有権または
利用権」「利用終了時のデータ削除」「データの引継ぎ」
「学認クラウドチェックリスト対応」の 22カテゴリに
渡って 49項目の要件を規定する必要があった。
さらに、仕様書策定の実務においても、以下の課題
がある。

1) 仕様書に記載しなければならない要件数が上記の
ように多く、作業の負担が大きい。

2) 各要件を実際の文章として表現する段階で個人差
が生じ、仕様策定委員などによる相互レビューに
時間がかかる。また、要件が的確に文章として表
現されていない場合もある。

3) 完成された仕様書を後から参照した場合、記載さ
れている要件に関して、どのような背景や判断に
基づいてこのような要件を規定したのかが、仕様
書の文面だけからはわかりにくい場合がある。

実際に、これまで NIIが対応してきた学認クラウド

導入支援サービスにおける「個別相談」（参加機関に対
するクラウド関連の個別コンサルティング）でも、し
ばしば調達方法や仕様書の記述に関する相談を受けて
いた。
これらの課題を解決するためには、これまで NIIが
進めてきた学認クラウドチェックリストによってどの
ような要件を仕様書に記載すればよいかを提示する取
組みに加えて、仕様書に記載される各要件について、
その要件を規定するに至った背景や判断を記録として
残せるようにするとともに、要件に対応してできるだ
け標準的な文章を自動生成する方法を確立することが
必要である。また、今後、定型的な文章の作成には生
成 AI が利用されることが一般化することを想定した
対応も必要である。このような構想に基づいて、「ク
ラウド調達仕様書作成ワークシート」を策定した。

3 学認クラウドチェックリスト
学認クラウドチェックリストVer.6.0を表 1に示す。
本チェックリストは、19種類のチェック項目（大項目）
に分類され、それぞれの大項目は複数の詳細チェック
項目（小項目）を含み、合計で 113種類の小項目が用
意されている。
事業者のチェックリスト回答は、NIIによる検証を
経て、導入支援サービスに参加した大学等の担当者の
みがアクセスできるWeb サイト（以下「参加機関専
用サイト」）にて閲覧することができる。
大学等は、クラウドの導入・活用に関わる情報をま
とめたガイドライン「スタートアップガイド」やチェッ
クリスト回答を参照し、クラウドの導入検討や調達に
活用することができる。

4 クラウド調達仕様書作成ワークシート
クラウド調達仕様書では、要件（機能要件・非機能
要件）を規定する必要がある。クラウド調達仕様書作
成ワークシート（以下「ワークシート」）では、学認ク
ラウドチェックリスト Ver.6.0 から、これまでの我々
の経験から商用レベルのクラウドサービス選択で一般
的に仕様書の要件に必要となりそうな項目を選んだ。
本ワークシートは、表 1 に示す 34 の必須参照項目お
よび選択参照項目から構成されている。
本ワークシートは、表 1の必須参照項目および選択
参照項目に対して、仕様書で規定が「必要」「必要 (付
帯条件あり)」「不要」をプルダウンで選択する欄（図
1(b)）、「必要 (付帯条件あり)」を選択した場合の付帯
条件候補を提示してある欄（図 1(d)）、付帯条件候補



表 1 チェックリスト Ver.6.0とクラウド調達仕様書作成ワークシートの参照項目

項番 大項目 小項目数 必須参照数 選択参照数
A 商品 / サービスの概要 4 - -

B 運用実績 2 - -

C 契約申込み 8 - -

D 認証関連 3 - 3

E 信頼性 4 3 1

F サポート関連 5 1 2

G ネットワーク・通信機能 9 5 4

H 管理機能 12 7 4

I ソフトウェア環境 4 1 2

J スケーラビリティ 5 - -

K データセンター 7 7 -

L セキュリティ 12 2 8

M データ管理 9 2 7

N バックアップ 6 4 2

O クラウド事業者の信頼性 6 - 6

P 契約条件 6 4 2

Q データの取り扱い 3 2 1

R リソースの引継ぎ 4 2 2

S 第三者認証 4 1 3

図 1 ワークシートの例

を参考に要件を詳細記述する欄（図 1(e)）、および備
忘のためのコメント欄（図 1(g)）で構成され、規定が
必要と判断した要件と付帯要件から仕様書の文言（図
1(c), (f)）が生成されるようになっている。また、仕
様書を生成するための生成 AI 用プロンプトも出力可
能になっている。
本ワークシートの使い方を表 1の「E:信頼性」を例
に説明する。図 2(a)において、項番が色付きの項目は
必須参照項目（E1, E2, E3）、色なしの項目（E2）は
選択参照項目である。仕様書で E1～E4を規定する必
要かどうか図 2(b)のように選択すると、「不要」を選
択した E2以外は図 2(c)のように仕様書の文言が出力
される。E1 は「必要 (付帯条件あり)」を選択したの
で、図 2(d) の付帯条件ありとした場合の例「具体的

な数値」を参考に図 2(e)にあるように「サービス稼働
率が 99.95%であること。」と具体的な付帯条件を記入
すると、図 2(f)のように仕様書の文言が生成される。
備忘のために、具体的な数値として 99.95%以上とし
た理由を図 2(g) のように「〇〇のサービス稼働率は
99.95%以上」とコメントを残している。
ここでは「E:信頼性」のみを示したが、34 項目す
べての結果がマージされて仕様書文言が出力されるの
で、これをWord などに copy and paste すれば、仕
様書の要件として用いることができる。また、この出
力をもとにした生成 AI 用プロンプトも出力されるの
で、このプロンプト使って生成 AI で仕様書の文体を
出力することも可能である。



図 2 ワークシートの出力例

5 学認クラウド導入支援サービス関連ド
キュメントを活用したクラウド調達業務
の進め方
学認クラウドチェックリストを中核に、本ワーク
シートと、さらに NIIがこれまでに提供してきた導入
支援サービス関連ドキュメント類を組み合わせたクラ
ウド調達業務の進め方の一例を以下に示す。
クラウド導入業務は、「導入検討フェーズ」「 仕様策
定フェーズ」「 機関内承認フェーズ」の基本的な 3つ
の段階から成る [5]。NIIでは、学認クラウドチェック
リストの各項目に関して、この 3段階のどこで考慮す
べきかを示した対応情報をスタートアップガイドで提
供している。また、目的別チェックリストの一つとし
て「クラウド調達作業フェーズ情報付きチェックリス
ト」を参加機関専用サイトで提供している。
導入検討フェーズにおいては、市場に提供されてい
るクラウドサービスの特性や仕様を知ることが必要で
あり、これには導入支援サービスが参加機関専用サイ
トで提供しているチェックリスト回答が活用できる。
これらの情報に基づいて、仕様策定フェーズに進むが、
本ワークシートは、クラウド調達作業フェーズ情報付
きチェックリストにおいて、仕様策定フェーズで考慮
すべきとしている項目のうち、多くのクラウドの調達
において共通的に考慮すべき項目によって構成され
ている。本ワークシートの各項目には、学認クラウド
チェックリストの項番が記載されており、両者の対応
をとることが可能になっている。
本ワークシートにおいては、各要件の要・不要、あ
るいは付帯要件について、仕様策定時の判断基準を記
録できるようにしているが、判断基準の一つとして重
要なのが、組織のセキュリティポリシとの整合性であ
る。大学等においては、NIIが制定している「高等教
育機関の情報セキュリティ対策のためのサンプル規
程集」[11]に基づいて、自組織のセキュリティポリシ
を規定しているところが多い。導入支援サービスで目
的別チェクリストの一つとして提供している「高等教

育機関の情報セキュリティ対策のためのサンプル規程
集」対応チェックリスト [10]は、学認クラウドチェッ
クリストの各項目と高等教育機関の情報セキュリティ
対策のためのサンプル規程集の対応関係を示したもの
であり、本ワークシートの各項目がサンプル規程集経
由で組織のセキュリティポリシとどのように関連して
いるかを把握し、それに基づいた要件の規定に利用で
きる。
さらに、公的機関においては、今後、クラウド調達
において ISMAP[12]やガバメントクラウド [13]を意
識することが多くなると考えられるが、「高等教育機関
の情報セキュリティ対策のためのサンプル規程集」対
応チェックリストでは、学認クラウドチェックリスト
と ISMAPの包含関係も提示しており [8]、これらの情
報を関連付けることで、仕様策定時に ISMAP取得の
規定や ISMAP取得を要件とすることで他のセキュリ
ティ要件がどこまで満たされるかの検討も可能となっ
ている。ガバメントクラウドに関しては、今後、目的
別チェックリストの一環として整備する予定である。

6 おわりに
本稿では、学認クラウドチェックリストを活用した
クラウド調達仕様書作成ワークシートについて報告し
た。本ワークシートを用いて、クラウド調達の必要要
件を規定し、付帯要件を記入することで仕様書の文言
を生成することが可能である。
学認クラウド導入支援サービスでは、「クラウド調
達支援」メニューを新設し、本ワークシートと個別コ
ンサルティングを提供する予定である。
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